
いよいよ令和６年度が始まりました。入学、進級おめでとうございます。
れい わ ねん ど はじ にゅうがく しんきゅう

本校校長８年目になります船津聡哉です。保護者のみなさま、地域のみな
ほんこうこうちょう め ふな つ とし や ほ ご しゃ ち いき

さま、本年度もどうぞよろしくお願いいたします。
ねが

私は学校はあるものではなく、つくるもの…子どもが「自分をつくる」ため
わたし がっこう こ じ ぶん

に学校があるのだと思っています。〈子どもが自分の学校を自分がつくる〉〈保護者(サポータ
おも

ー)が自分の子どもの学校を自分がつくる〉〈地域の人が地域の宝が学ぶ地域の学校を自分が
ひと たから まな

つくる〉〈教 職員が自分の働く学校を自分がつくる〉…すべての人が当事者になる、人のせ
きょうしょくいん はたら とう じ しゃ

いにしない学校づくりをめざしております。子どもたちを中心(主語)にして、われわれ教職
ちゅうしん しゅ ご

員が、家庭･地域のみなさんと共に、明るく前向きに知恵を出し合い、協 力して教育活動を
か てい とも あか まえ む ち え だ あ きょうりょく きょういくかつどう

展開していけば、きっと本校の歴史と伝統をさらに発展させることができると考えています。
てんかい れき し でんとう はってん かんが

私ども教職員は「チーム小郡 中」として、学校教育目標『夢と 志 をもって主体的に学
お ごおりちゅう もくひょう ゆめ こころざし しゅたいてき

び、心豊かにたくましく生きる生徒の育成』をめざして、全力で取り組んでまいりますが、
こころゆた い せい と いくせい ぜんりょく と く

教職員の力だけではとうてい実現できるものではありません。先にも述べましたが、家庭や
ちから じつげん さき の

地域のみなさまのお力添えが、ぜひとも必要です。保護者のみなさま方、地域のみなさま方も
ぞ ひつよう がた

生徒全員の育ちを支えていただくパートナーとして、本校の教育活動へのご理解とご協力をよ
ぜんいん そだ ささ り かい

ろしくお願い申しあげます。
もう

昨日の４月１０日(水)に入学式があり、１１０名の新入生が期待
さ くじつ しき しんにゅうせい き たい

と不安を胸に入学してきました。私からは、新入生へ期待すること(が
ふ あん むね

んばってほしいこと)をふたつ伝えました。
つた

ひとつは、「自分を生かす」ということです。みなさんは学級や学年、学校の一員です。ま
がっきゅう がくねん いちいん

た、家族や地域の一員でもあります。そして、そこでの様々な立場や役割があります。それぞ
か ぞ く さまざま たち ば やくわり

れの立場で与えられた役割を一生懸命に果たしてください。さらに、与えられたことだけで
あた いっしょうけんめい は

はなく、自分には何ができるか、自分は何をしなければいけないかを自分で考えて、自ら行動
なに みずか こ うどう

すること、自分の力を精一杯発揮することが「自分を生かす」ということです。
せいいっぱいはっ き

もうひとつは、「人を生かす」ということです。「人を生かす」とは、人の強みやよさを見つ
つよ み

けて認め合うことです。誰もがかけがえのない大切な人です。人の命や体、心を決して傷つ
みと だれ たいせつ いのち からだ けっ きず

けてはいけません。やさしい心や思いやりの心で人と関わり、お互いを認め、高めあえる仲間
かか たが たか なか ま

づくりをしてほしいのです。ぜひ、つながる力、気づく感性を磨いてほしいと思います。
き かんせい みが

「自分を生かし、人を生かす」「自分も人も大切にする」 このことを心に留めて、充実し
と じゅうじつ

た楽しい中学校生活にしてください。
たの せいかつ

このがんばってほしいふたつは、『校訓』に込められた願いでもあります。「自主」「創造」「誠実」
こ う くん こ じ しゅ そうぞう せいじつ

が本校の『校訓』です。この三つの言葉は、創立以来ずっと大切にされてきた言葉であり、
こと ば そうりつ い らい
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小郡中学校の教育の基本的な考え方を示したものです。ぜひ、この『校訓』も覚えてください。
き ほんてき かた しめ おぼ

「自主」…「他人の指図ではなく、自分で判断し、行動する｣
た にん さし ず はんだん

「創造」…「自分自身で工夫して新しくつくり出す」
じ しん く ふう あたら だ

「誠実」…「偽りがなく、真心をもって接する・取り組む」
いつわ ま ごころ せっ

新入生のみなさん、まずは学校生活に慣れること、そして新しく
な

出会った先生方や先輩、友だちとともに、常に前向きな気持ちで生活し、新しいこと
で あ せんせい せんぱい とも つね き も

への挑戦を通して、真の「生きる力」を身につけてください。
ちょうせん とお しん み

３月２２日(金)に離任式、４月５日
り にん

(金)に赴任式を行いました。
ふ にん おこな

退職 ･転任される先生方には、小郡
たいしょく てんにん

中学校のためにご指導いただき、お世話
し どう せ わ

になりました。心から感謝しますとと
かんしゃ

もに、益々のご健勝とご活躍を祈念い
ますます けんしょう かつやく き ねん

たします。

また、赴任された先生方には、今後の
ふ にん こん ご

ご指導をよろしくお願いします。

１年間、このメンバーで取
かん

り組んでいきますので、どう

ぞよろしくお願いいたします。

生徒のみなさん、共にがん

ばり、充実した１年間にして

いきましょう。

教職員一同、生徒のみなさん
いちどう

を心より応援
おうえん

しています。

令和６年度 授業参観、学級懇談会、ＰＴＡ総会・歓送迎会への参加をお願いいたします

４月１９日(金)は、授業参観、学級懇談会、ＰＴＡ総会・歓送迎会です。当日の日程につき
さんかん こんだんかい そうかい かんそうげいかい とうじつ にってい

ましては、生徒を通じて配布しております別途案内文書をご覧ください。子どもたちの学校で
つう はい ふ べっ と あんないぶんし ょ らん

の姿を知るよい機会です。ぜひ保護者のみなさまのご出席をお願いいたします。
すがた し き かい しゅっせき

「教育条件整備」に係る取組の報告とお礼

昨年、「学習指導・生徒指導・進路指導に関わる教員の配置、奨学金の改善･充実、学び
さくねん がくしゅう しん ろ きょういん はい ち しょうがくきん かいぜん

場支援事業の充実」のための「教育条件整備」に係る小中保護者合同学習会、個人及び団
ば し えん じ ぎょう じょうけんせい び かか しょう ごうどう こ じんおよ だん

体署名活動をすすめて参りました。たくさんのみなさまのご協力により、本年度も小郡小・
たいしょめい まい

中学校に児童生徒支援加配をはじめとする、すべての子どもたちの学習・進路保障のための
じ どう し えん か はい ほ しょう

基準外教職員定数が配置されました。改めてお礼申しあげます。ありがとうございました。
き じゅんがい ていすう あらた れい
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退職・転任者 赴任者

職名・担任（教科） 名前 職名・担任（教科） 名前 職名・担任（教科） 名前

校　長 ２年１組（英語） ３年１組（英語）

教　頭 ２年２組（国語） ３年２組（家庭）

１年１組（理科） ２年３組（数学） ３年３組（数学）

１年２組（保体） ｵﾚﾝｼﾞ学級担任 ３年４組（保体）

１年３組（国語） ２年副任（社会） ｵﾚﾝｼﾞ学級担任

ｵﾚﾝｼﾞ学級担任 ２年副任（数学） ３年副任（技術）

ｵﾚﾝｼﾞ学級担任 児童生徒支援加配 ３年副任（社会）

１年副任（数学） 養護教諭 ３年副任（音楽）

１年副任（美術） 特別支援教育支援員 ３年副任（理科）

１年英語担当 特別支援教育支援員 ３年国語担当
生徒支援

サポート教室担当
特別支援教育支援員 ALT

学校司書 特別支援教育支援員 スクールカウンセラー

学校事務 特別支援教育支援員 スクールソーシャルワーカー

学校事務補助 特別支援教育支援員 校　務

退職・転任の先生方 赴任される先生方
　　　　　教頭先生〈三国中学校（副校長）へ〉 　　　　　　教頭先生〈三国中学校より〉
　　　　　　先生〈三国中学校（教頭）へ〉 　　　　　先生〈宝城中学校より〉
　　　　　　先生〈附属久留米中学校へ〉 　　　　　先生〈福岡県青少年科学館より〉
　　　　　先生〈宝城中学校へ〉 　　　　　先生〈三国中学校より〉
　　　　　　先生〈広島市立宇品中学校へ〉 　　　　　先生〈神埼市立神埼中学校より〉
　　　　　先生〈退職〉 養護教諭　　　　　先生〈三国中学校より〉
　　　　　先生〈三国中学校へ〉 学校事務　　　　　　先生〈大原小学校より〉
養護教諭　　　　　　先生〈大原中学校へ〉 校務　　　　　　先生〈新規〉
学校事務　　　　　　先生〈味坂小学校へ〉
校務　　　　　先生〈退職〉

教職員紹介

退職・転任者、赴任者の紹介

〈保護者のみなさまへ〉


